
●オレンジバルンプロジェクト（以下 OBP）の企画： 

●日本死の臨床研究会 第33回年次大会 

●日時：2009年11月7日（土曜）、8日（日曜） 

●場所：名古屋国際会議場 

●参加者：3232人 医療福祉教育の関係者及び一般市民 

●企画報告： 

医療者はもちろん一般参加市民を対象に、日本死の臨床研究会の市民向け講座にて、

OBP、厚生労働省委託による緩和ケアの啓蒙普及を目的とした緩和ケア企画を行いま

した。日本死の臨床研究会年次大会（以下本大会）はいのちに関わる医療・教育・福

祉・生活などの様々な分野で患者や家族に対して緩和ケアの啓蒙普及を目的とし、1977

年から 30 年以上にわたって活動しています。本大会のテーマは「いのちを見つめ、心

を結ぶ、今すべての人と」としました。11 月 7-8 日の両日に各々行われる市民公開講

座（①11/7：日野原先生+辰巳先生、②11/8：樋野先生、3000 人収容のメイン会場）お

よびその他市民ホーラムで OBP をアピールいたしました。 

 

 

１． 市民公開講座①（11/7） 

聖路加国際病院理事長の日野原重明先生と著名な料理研究家の辰巳芳子先生をお

招きして「食といのち」のテーマで対談をして頂きました。司会の金城学院大学

学長の柏木哲夫先生の楽しい進行で、食の大切さを伝えて頂くことができました。 



最近、食生活の乱れや逆に健康食など「食」と健康に関する話題が多いのですが、

食はまさしく生命の仕組みに、呼吸と同じように仕組まれていながら、生命のメ

カニズムとしてだけでなく文化やこころに至るまで大きな影響を及ぼすものであ

ります。お言葉を借りれば「人は食すべきように食さねばならぬのであり、人生

を受容するにひとしい」ことであり、食やいのちに関わる職種にとって、食とい

のちの関わりとその大切さを考え伝えていくことは責務であると思われました。 

「食といのち」については医学的な側面からも別のシンポジウム（座長：藤田保

健衛生大学教授 東口髙志先生）でまた取り上げました。また辰巳芳子先生が進

めていらっしゃる「いのちのスープ」の試飲販売も好評で、完売されました。こ

うした食といのちの企画を通して、多くの方にホスピス緩和ケアが、単なる医療

にとどまらず、福祉や教育、生活にまで身近に関わっていることを知って頂いた

ことをうれしく思っております。 

２． 市民フォーラム「いのちを考える」：（11/7） 

「いのちを考える」をテーマに市民の方々とホスピス緩和ケアに関わる市民団体

と医療者が、ホスピス緩和ケアの啓蒙を兼ねて OBP 市民向け企画を致しました。 

講演・パネラーに上智大学名誉教授のアルフォンス・デーケン先生、愛知医科大

学看護学部名誉教授の馬場昌子先生、公立学校共済組合東海中央病院院長で前藤

田保健衛生大学教授の渡辺正先生に参加頂き、全日でフォーラムを行いました。 

① Part１「住み慣れた家で」ロールプレイ：皆で一緒に考えよう 

「最後をどこでどのように迎えたいか」、「齢を重ねていくことは」など多

くの問題提起を行い台本を作成し皆でロールプレイを行いました。 

② Part２「いのちを考える」： 

「死の準備教育とは」「こころのケアにたずさわる人に望ましい基本的な態

度」など４つのテーマで A.デーケン先生の講演を頂きました。講演後グルー

プディスカッションの予定でしたが参加者が多く全体討論になり活発で率直

な意見が多く出、参加者からも「大きな学びがあった」の声も頂き、素晴ら

しい会となりました。 

   市民フォーラムの企画だけでも 200 名を超える方々の参加があり、互いの情報

交換や「生きる」ことの真剣な学びの場になったと思います。 
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市民団体フォーラム「いのちを考える」
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